
審議会における市民参画条例（仮称）の構造 

策
定
の
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○ 今までは市民と行政の関係が一方向的 

○ 市民活動の新たな動きとパートーシップ型行政のめばえ 

○ 市民参画型行政への道筋と市民参画の仕組みづくり 
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基
本
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前文 

基本理念 

目的 

参画できる対象施策 

言葉の定義 

市の責務・役割 

市民の責務・役割

事業者の責務・役割 

市民活動団体の責務・役割

市民活動環境整備 

審議会の公募等 

情報提供・共有 

報告 

目的 基本理念 

①「新しい社会システムの構築」また

は「新しい地域社会づくり」 

② 市民と行政と市民活動団体と事業

者が対等の立場にあること 

③「快適環境都市下関」 

①パートナーシップを確立する 

②協働関係を構築する 

③市民や市民活動団体の意識の醸成 

④市民活動の促進 

 

・施策設定プロセスにおけ

る情報提供・共有 

・個人情報の保護 

・市民ニーズの情報収集 

・行政が提供しがたい社会的使命

（公益性ミッション）実現する活

動を行う団体へ、公平性・自律性

を尊重しつつ支援を行う 

・学習機会の提供、人材育成、フ

ァンド、税制優遇措置等 
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チェック機関の設置 

各プロセスへの参加 

審議会における公募率・男女比の数値

設定等 

市民と行政が協働するの為の組織設置 

①原則すべての市民生活に関わる施策 

②分野などで限定された施策 

市民参画進展度チェック、支援の公平度チェック、調査 

報告 

年次白書やレポートの作成 
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広聴 

６

1７

言葉の定義 

５

市民活動、市民活動団体、パートナー

シップ、協働など 

現状・課題 ：社会的背景、ニーズや課題の多様化・個別化、地方分権 

経緯  ：市民活動団体の活性化、市民参画の促進 

解決の為の方向と位置付け：市民が主体のまちづくり、２つのパートナーシップ 
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情報の提供・共有 施策のプロセスへの参加 市民活動支援 関係・役割分担 

具
体
的
項
目 

関係：対等、相互協力、相互補完  

行政：情報・資金・場所・機会の提供  

市民：市民活動・行政への参加・理解  

団体：公益提供、情報公開  

事業者：支援、理解  

２

議会との関係 条例の表現 条例の広報 
そ
の
他 

チェック機関 
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実効性の確保 

市民の責任ある発言とそ

の受け入れ 

 

９ 市政への参画 
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市民と行政のパートナーシップ 

市民と市民のパートナーシップ 

実効性の確保 

提言条文項目(案) 


